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・
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雑

録

小
費
相
場
ε
卸
費
相
場

小
費
相
場
と
卸
費
相
場

汐

見

三
.
郎

第

一

小
費
指
数
也
卸
費
指
数
.

物
傾
指
撒
な
る
も
の
は
、
貨
幣
の
購
買
力
を
測
.寇
す

る
を
以
て
、
其
最
も
重
要
な
る
機
能
な
り
ε
す
ご

一
般

に
云
は
れ
て
る
る
。
貨
幣
の
購
買
力
な
る
言
葉
は
其
意

味
が
極
め
て
漠
然
ε
し
て
み
る
が
、
兎
に
角

一
國
に
て

取
引

せ
ら
れ
た
る
貨
物
の
総
額
ざ
そ
れ
に
用
ひ
ら
れ
し

貨
幣
の
微
量
ご
の
比
を
指
し
て
み
る
。
幾

何
の
貨
幣
を

提
供
す

れ
ば
幾
何

の
貨
物
の

取
引
を
完
了
し

得

べ
き
.

か
、
二

足
貨
物
を
購
買
す

る
に
際
し
使
用
す

べ
き
貨
幣

額
如
何
、
こ
れ
物
儂
指
数
の
始
め
て
明
に
す
る
所
で
あ

る
。
從
來

一
圓
を
提
供
し
て
米
五
升
を
得
た
る
に
、
今
日

は
.面

に
て
は
米

二
升
を
得

る
に
止
舐
る
ξ
せ
よ
、
此

場
合

一
圓
な
る
貨
幣

の
購
買
力
は
米
五
升

よ
り
米

二
升

に
下
落
し
π
の
で
あ
る
。

一
方
米
償
は
二
+
銭
よ
り
五

十
銭
に
騰
貴
せ
る
が
故
に
、
泌小
の
物
償
指
敷
は

一
〇
〇

よ
り
二
五
〇
に
増
加
し
な
鐸
で
あ
る
。
同
様
の
事
實
は

凡
て
の
貨
物
に
つ
い
て
窺

ふ
事
が
出
來
る
。
故
に
、
凡

て
の
取
引
貨
物
の
物
慣
指
数
l
l
通
常
は
物
償
指
数
の

総
李
均
を
利
用
す
る
が
一

の
騰
落
は
、
軈
て
正
反
封

第
十
五
巻
.

〔第
四
號

=
八
二
)

六
四

〇

に
貨
幣
の
購
買
力
の
増
減
を
示
し
て
み
る
の
で
め
る
。

所
謂
貨
幣
.の
購
買
力
は
取
引
せ
ら

る
、
凡
て
の
貨
物

に
つ
い
て
始
め
て
云
ひ
得
る
所
な
る
が
故
に
、
直
接
に

滑
費
者
に
關
係
め
る
小
費
取
引

ε
消
盛
者

に
は
間
接
の

關
係
に
立

つ
卸
費
取
引

ε
の
両
者
に
わ
た
っ
て
之
を
調

査

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
蓋

し
小
費
取
引
ε
卸
賞
取
引

ε
は

流
通
現
象
な
る
事
に
於
て
は
少
し
も
異
る
所
な
く
両
者

共
に
貨
幣
を
必
要
ε
す

る
か
ら
で
あ
る
。
要
↑

る
に
、
物

贋
指
数
に
よ
り
て
貨
幣
の
購
買
力
を
測
定
す
る
以
上
は

小
費
指
敏
卸
萱
指
数
の
両
者

に
着
目
せ
ね
ば
な
ら

膿
。

物
償
指
敷
に
は
、
貨
幣
の
購
買
力
測
定
の
第

一
次
的

.

且

つ

一
般
的
職
能
の
外
に
第

二
次
的
特
殊
的
機
能
が
存

し
て
み
る
。
景
氣
不
景
気
の
測
定
生
計
費

の
調
査
蓬
呼

ば
れ
て
み
る
の
が
実
れ
で
め
る
。
生
計
費

の
調
査
は
消

費
者
利
益
の
問
題
な
る
が
故

に
小
萱
相
場

に
よ
る
べ
く

景
気
不
且凧
氣
は
生
塵
者
利
益
ε
密
接
な
る
關
係

め
る
が

故
に
卸
賞
相
場

に
よ
る

べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
鵜
質
指
数
に
は
、
其
目
的

よ
り
せ
ば
、

一
般
的
の
も
の
特
殊
的
の
も
の
あ
り
、
或
は
小
費
相
場

卸
萱
相
場
の
両
者
又
は
其

一
を
内
容
ε
し
て
み
る
、
故

に
互
に
密
接
な
る
朋
剛係

に
立

つ
小
菅
卸
費
の
両
指
数
を

比
較
す
る
事
は
非
常
に
重
要
ご
な

っ
て
く
る
。



徒
卒
の
物
贋
指
撒

の
大
部
分
は

卸
費
指
敷

な
り
し

が
、
近
雄
心
費
指
数
が
漸
く
用

ひ
ら
る
＼
に
至
つ
だ
。

消
費
者
利
益
が
考

へ
ら
る

ふ
に

つ
れ
生
計
費
調
査
が
物

慣
指
敷
の
重
要
な
る
職
分
ε
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
藪

に
は
專
ら
日
用
品
を
圭
ご
し
だ
る
大
阪
商
業
會
議
所
の

小
費
卸
費
指
撒
を
紹
介
す

る
。

第

二

日
用
品
の
小
萱
卸
費
値
開
き

日
本
銀
行
農
商
務
省
其
他
で
は
卸
費
指
数
の
外

に
小

費
指
数
を
調
査
し
て
み
る
「。
此
等
の
指
数
を
見

る
に
、

卸
費
相
場
は
卸
萱
指
数

ご
し
て
軍
凋
に
調
査
し
、
小
菅

指
数
は
又
別
に
之
を

一
編

め
ε
し
た
の
で
あ
っ
て
、
云

は
貰
異
種
の
両
指
数
を
併
存
せ
し
め
て
み
る
。
然
る
に

大
阪
商
業
會
議
所
の
指
数

は
、
同

}
種
類
、
同

一
銘
柄

の
日
用
品
の
同

}
分
量
に
つ
ぎ
小
費
卸
費
の
両
者
を
調

査
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
場
合
の
小
費
相
場
ご
卸
費

相
場
ε
は
極
め
て
密
接
な
る
關
係
に
立

っ
て
る
る
。
.小

賢
卸
費
の
値
開
き
の
問
題

の
如
き
、
此
種
の
措
敷
に
よ

卸

指

QOOQ

小 犬 吹 白

罠
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大 観 厚上
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コ
三

月

四

月

一
竃

三
日

溜

一8

一〇
⑳

一9

一〇
八

三

錐

臨

小
費
相
場
ぜ
卸
喪
相
場

五

月

六
月

一一5

'
=
一六

茜

倉

輩

一皇

(ヵ

究

b
て
始
め
て
解
決
出
來
る
の
で
あ
る
。
大
阪
商
業
會
議

所

の
指
数
を
選
ん
だ
の
は
全
く
此
理
由

に
出

て
み
る
。

本
指
数
は

已
に
大
正
九
年
十

一
月
よ
り
存

し
現
今
三

十
六
品
目
に
及

ん
で
み
る
が
、
.調
査
方
針
の
鍵
.更
が

一

再
に
止
ま
ら
ざ
る
が
故
に
、
其
全
部
を
無
條
件
に
利
用

す

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
種

々
の
事
情
を
慮
り
、
結

局
廿
五
品
目

に
つ
ぎ
大
正
十

一
.年
三
月
乃
至
人
月

の
最

近
⊥
ハ
ヶ
月
間

に
於
け
る
趨
勢
を
研
究
す

る
事
ε
し
淀
。

大
多
数
は
前
月
上
年
の
卸
費
相
場
ε
當
月
光
⊥
ハ
七
日

現
在
の
小
費
相
場

ε
を
比
較
し
た
が
、
特
に
○
印
の
品

目
に
限
り
部
費
相
場
ご
し
て
當
月
十
三
四
日
現
在
を
採

用
し
た
の
で
あ
る
。
商
業
會
議
所
調
査
三
十
六
品
目
の

中
、
醤
酒
、
.食
撞

.
ウ
ド
ン
、
梅
干
、
鰹
節
、
豆
腐
、

高
野
豆
腐
、

モ
ス
リ
ン
、
足
袋
、
燐
寸
、
.石
鹸
の
九
品

を
除
き
調
査
し
陀
。
指
数
は
凡
て
大
正
十

一
年

一
月
十

七
日
の
債
格
を

「
○
○
ε
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
膿
次

、
の
如
き
結
果
を
示
し
て
み
る
。

殿

小

喪

指

-

ト

ー

ー
ノ

七
月三

`
一8一=一笑

ワ

八
月

平
、均

三
三

一一三

茜

童

言
七

δ
四

望

さ
0

　
三
月

四

月

=
湘

ご
竃

突

ゐ
二

=
二

=
〇

一身

究

五

月

.
二
(

カ
ニ

突(内

六

月

七

月

八
月

=
三

=
死

=
石

(
ゼ

藍

碧

聖

・
窒

池
三

(
穴

,

茜

九
〇

第
十
王
春

(第
四
號

=
(
三
)

六
四
山

__雫

琶8空 量 均

■



、

「
与

雑

録

小
費
相
場
ε
卸
費
相
場

OOOOOOOOOOOO

薪 木 綿 綿 晒 機 干 椎 短 骨 馬 玉 砂 澤 牛 鶏 鶏 年 酒 茶 味

経 木 械 鈴

炭 綿 半紙瓢 茸 鮭 語 署 葱 糖 羅 乳 肉 卵 肉 唱糸

均
(百((続(_(_(_(_ 　 　 　 　 　 　

若養 目白川上上 上北 上 上上 三束枯同 着 白丙

・桀墾疇 雍 董・ 雛 聡
雌玉 ス詰 等喰木丸 等 合物・ 物物 組物 物 物寺 物
)))V)))))))))Y)))))

薯暑88窒 鷲 歎 美碧畝 塾 艶 望㌫ 先天月1
__四 卸

究 突888含 益 蓋 呈 晃 碧 垂…量 売 春 望 聖 吉…合 ズ 命 ズ 月

費1
}指

第
十
五
巻

(第
四
號

=

八
四
)

六
四
二

五

月

大
月

=
〈

=
(

免

[〇
二

=
O

[〇
三

合

合

醤

念

望

湘
二

(
二

き

昌O
ロ

一=
(

薫

薯

一葦

聖

一琵

醤

二
〇〇

ニ
口口

一
己

一
〇六

一晃

一晃

藝
二

四
=

(
(

(
O

盒

空

裂

一旦

古
ゼ

=
0

完

美

(
〈

(
昌

一宅

一9

更

に
小
壷
飾
壷
の
値
開

き
を
比
較
し
て
次
の
表
を
得

π
。
数
字
を
明
確
な
ら
し
む
る
た

め
、
値
開
き
が
水
準

の
上
下
に
如
何
に
勇
布
せ
ら
れ
て
る
お
か
を
示
し
π
の

_____昌 昌____七
薯 全 蕪 腔 芸 昊 δ 全8聖 歌 美 き 輩 合9呈 ズ 月

_____二 二____八
黙 突 竃 呈 召 、畢 三 能 奏 望=吉 鎧 合 昌 昌 λ 月

____一___二_=2回

妄iiき夫 只9巻 畠 田 薯 圏 些=茜 歯 ⊆i沓 空 豊 舎 兄 突 天 均

§ 謡 ≡全 念念 § 乗三暑 莞 勇養蔑 美8雲 窒金 遣 目雲州

小

費

指

数

___一__一 二______四
天 突=発 食 費8至 言 三 豊 琶 呈 豊 実8昌 琶 空 ≡8忌 月

___五

畠 空 呆 碧 苫 空8茜 竃 大 豊 異 署 豊 習8昆 き 空 δ 呂 晃 月

山
一 一L一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 八

裂 空箸呈 全会8吾 蚕呈翼 突昊 合 豊89窒 金 星82月

___七

旦 盗 見 只 食 免8葺 茜 夭 死 突 天 天 莞8旦 充 塞 呈8忌 月

八
月
刺

均

一〇
四

一美

言
〇

一8

一〇
四

一究

窒

、空

蓋
四

一〇
四

一〇
一

一〇
呂

一
8

一8

一四
二

三
八

七
六

莫

茜

δ
二

九
二

軍
ニ

ヨ

一昊

一
匕
三

一菖
眉

=
0

=
四

耳
四

塁

一8

δ
〇

九
〇

八
九

(
一

八
一

一思

究

=
七

一
=

九
二

九
三

一〇
二

一〇
四

で
あ

る
、

品
目
が
異

る
に
從

ひ
如

何

に
値
開

き

が

異

る
か
、
各
月

の
値
開

き

の
.攣

化
如
何
等

を
調

べ
て
置

い

た
。
,



白

米

改

頁

褒

干 薪木 綿 綿晒 欄干 椎 盤甘 馬玉 砂 澤 牛鶏 期 牛酒 茶 味小 大

縫樫 鈴
均.炭 糸綿 紙瓢 茸 鮭藺 薯 葱 糖庵 乳 肉卵 両 噌豆 豆

値

開

き

の

割

合

(%
)

-

1
一

～

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

平
均

旦四
三
-
六
三
六

璽
五

四
二
四

値

開

き

の

分

布

〔品
目
別
)

-
l

I

}
一

三
月
四
四
【月
川
五

目
〃
山
八
日
μ

七
日
川

入
日
月
緊†
均

昊 巽秀蓉護i書案署巽署藍壼舅全 謁玉弩騒莞署i§勇i毒言喜

8夫 葦三三 突 茜 合 巻 旦 碧 目 蓋 合 舞…琶 三 ≦ 茜 茜 ≡≡:最果 葦 碧 吾 充

=

七

茜

五
二

死
く

H三
七

三
九

三
九

尭

六六

一冒=

一三
四

三

i

昌
O

=
三

三
五

=
九

ご
三

棄

六七

嵩四
五

二
(
(

幽二

三ゼ

睾

四
二

聖

発

会

杢

三
く

一具

一〇
六

三
〇

力
三

く
「「

六
五

分

暦
三

二
晃

全

美

一七
〇

=
島

西

忌

奎
.

葦

莞

蓋
0

δ
〇

一8

値

開

毒

の

分

布

(月
別
)

-
i

-

I

j

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

孕
均

0湘 七 二 話 内 内AA一 一 〇A四 三 四 六 く 二 二 カ 六 〇 三 五
〇 一 三 ゼ 三 四 二 冨 一 〇 一 六 三匡 ヨ 乃 二 六A一 四 昌;三 一Aゼ

0力 八 尾 耳 凪 〇 三 く 宍 四 一 〇 旦 三 五 六 六 四 ニ カ 六 一 一 四 一
〇 口 訳 〇 四 二 兆7u二 〇 六 四 二 八 三 二 嵩 四 三 二 二 五 四 覗 亘E

8査 調 習竺 会議 竺呂 ≒ 盟 禿 筆 器 量 会盟 暑三 蓋

8果 禿 茜 究.`茜 突 合典 三三 染 讐窒 金 突 豊 天一δ 嘉 言 署=

薯 吾難 壁 全葺舌呆麗 獄 露 量呈畠豊三念三三西杢

倉

葦

茜

=

一

三
七

一四
こ

δ
内

一三

6
二

=
乱

三

一

一三

七
三

豆

究

突

三
湘
.
一兎

石
二

一〇
二

三
瓢

δ
昌

一究

免

一
三

突

発

杢

甕

窒

=
七

会

一
三

三
颪

一
三

碧

苫

窒

莫

(
距

三
〇

三
三

=
穴

豊

春

七
三

空
(

空

文

6
(

δ
二

究

吾

=
四

=
湘

(
四

合

山2

(
【

盒

一旦

δ
二

く
一

文

=
蓋

一晃

豊
.

一D
凹

き

窒

碧

(
弛

く
四

八
四

空

茜

δ
昌

(
二

く
七

莞

一窒

薯

入
力

一
三

一
三

吾

窩

召

会

≡
六

一晃

三
三

倉

春

倉

会

δ
九

コ
〈

一旦

=
〇

三
四

三
弓

を

空

2三 旨き柔8量 窒美真倉茜署忌竺合分窒昌ヌこズ杢晟藍8美

88888888888888∈388888888888

難

繰

小
室
相
場
亡
卸
費
相
場

第
+
五
巻

(第
四
號

}
六
五
)

六
四
三

[

嘲



建

繰

小
震
相
場
ε
卸
賞
相
場

⊥
バ
グ
月
間
の
實
蹟

の
み
で
は
断
定
し
難

い
が
、
大
膣

の
趨
勢
は
察
し
得
ら
れ
な

い
で
も
な
い
。
値
開
き
の
最

も
人
な
る
は
牛
乳
、
機
械
半
紙
、
大
豆
、
綿
縫
糸

に
し

て
、
最
も
小
な
る
は
白
米
、
酒
、
綿
、
澤
庵

に
し
て
、
.

茶
、
鶏
卵
、
玉
葱
、
捕
鮭
、
干
瓢
が
卒
均
に
近

い
の
で

あ
る
。

`

第
三

小
資
相
場
ε
卸
萱
相
場
ε
の
關
係

我
国
に
於
て
は
生
産
者
ε
消
費
者

ε
の
間

に
幾
多

の

仲
間
商
人
が
存
在
し
て
み
る
。
こ
れ
小
費
相
場
ε
卸
賞

相
場
ε
の
間

に
値
開
き
を
生
す

る
所
以
で
あ
る
。
思
ふ

に
日
用
品
が
生
産
者
の
手
よ
り
消
費
者
の
口
に
入
る
に

先
ん
じ
償
格
が
暴
騰
す
る
は
好
ま
し
か
ら
阻
事
で
あ

っ

て
、
今
回
の
物
償
調
節
も
全
く
此
間

の
不
合
理
を
匡
正

せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
℃
黙
れ
こ
も
小
費
卸
費

の
直
開

き
を
以
て
直

に
小
質
商
人
を
暴
利
な
り
ε
断
ず

る
は
、

決
し
て
當
を
得
た
も
の
で
な

い
。

,

卸
萱
相
場
蓬
云

っ
て
も
大
問
屋
の
扱
ふ
値
段

ε
小
費

商
直
前
の
仲
買

の
億
段
ε
は
非
常
に
異

っ
て
み
る
、
果

し
て
何
れ
を
探

る
べ
き
か
。
然
し
大
膿

に
於
て
部
費
は

取
引
が
物
的
基
礎

に
立

つ
が
故

に
相
場
が

「
寇
し
て
み

る
鐸
で
あ
る
。
然

る
に
小
費
相
場
に
至
b
て
は
、
小
費

商
蓬
消
費
者

`
の
人
的
要
素
が
大
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

第

十
五
巻

〔第

聞
「
號

㎝
↓
ハ
霜ハ
)

山
ハ
四
囲
H

あ
る
。
第

一
場
所
に
よ
ゆ
異

る
、
場
末
か
中
央
か
市
場

の
距
離
の
遠
近
等
に
よ
り
高
下
の
差
が
甚
だ
し

い
。
叉

取
引

の
相
手
方
た

る
消
費
者
の
信
用
其
他

に
よ
り
異

、

る
、
掛
費
現
金
、
店
賛
配
達

の
如
何
も
考
」へ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
更
に
品
物
に
よ
り
差
異
を
生

ず
、

徳
用
品

ご

構

す
る
客
寄
せ
の
品
物
ご
然
ら
ざ
る
物
ご
を
分
た
ね
ば
な

ら

諏
。

小
菅
相
場
ε
卸
費
相
場

ε
の
値
開
き
の
算
定
に
は
更

に
困
難
が
加
は
る
。
第

一
に
小
賞
の
品
物
は
形
式
的
實

質
的
の

加
工
の
結
果
卸
費
の

品
物
ε

同

一
で
な

い
上

に
、

一
方
が
大
量
{取
引
な
る
に
他
方
は
小
量

に
て
取
引

の
軍
位
異

る
。

其
他
多
数
人
の

手
を
通
過

す
る
程
金

利
、
保
険
料
等
の
失
費
が
嵩
む
の
で
め
る
。
呪
ん
や
卸

費
相
場
に
幾
種
類
あ
り
小
菅
も
然
b
ε
せ
ば
、
何
れ
の

相
場
を
組
合
せ
て
値
開
き
を
算
出
す

べ
き
や
愈
々
困
難

ε
な
る
。

物
償
調
節

の
手
段

ε
し
て
小
費
相
場
ε
卸
費
相
場
ε

を
接
近
せ
し
め
ん
ご
す
る
企
が
、
最
近
可
な
b
大
規
模

に
貴
行
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
其
日
的
を
貫
徹

せ
ん
が
儒

め
に
は
小
費
相
場
ε
卸
賞
相
場

ε
の
値
開
き
の
程
度
及

び
値
開
き
の
根
櫨
に
っ
き
、
更

に
詳
細
な
る
攻
究
を
積

む
必
要
が
あ
る
o

.


